
､

「
窪
院
死
去
、
六
十
九
力
。
数
年
中
風
一
一
テ
無
音
ナ
リ
シ
・
」

「
昨
日
、
竹
林
院
中
風
煩
出
シ
、
半
身
ナ
ヱ
タ
リ
ト
云
々
。
既
二

今
朝
死
去
セ
リ
ト
、
四
十
九
カ
．
」

「
死
ス
ル
時
〈
中
風
一
一
ア
イ
頓
死
ス
ベ
キ
ナ
リ
ト
・
」

次
に
、
耳
風
と
い
う
言
葉
は
一
例
だ
け
で
病
状
の
描
写
が
な
い

が
、
病
源
候
論
を
見
る
と
耳
風
聾
と
い
う
名
で
突
発
難
聴
の
よ
う
な

症
状
の
記
述
が
あ
る
。

や
は
り
風
と
い
う
の
は
突
然
襲
う
も
の
と
い
う
観
念
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

頭
風
は
次
の
一
例
が
あ
る
。

「
深
宗
〈
頭
風
オ
コ
リ
テ
俄
一
一
吉
野
参
延
引
ス
・
」

こ
れ
も
俄
に
起
る
病
で
あ
る
が
、
和
名
類
聚
方
で
は
頭
風
に
カ
シ

ラ
イ
タ
ミ
と
い
う
訓
を
つ
け
て
い
る
の
で
、
偏
頭
痛
の
よ
う
な
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
用
例
に
検
討
を
加
え
て
、
わ
が
国
の
中
世
末
期
の

風
病
の
概
念
を
い
さ
さ
か
解
明
し
た
い
。

（
神
奈
川
県
綜
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
七
沢
老
人
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
循
環
器
科
）

現
在
臨
床
的
に
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
投
影
的
心
理
検
査
法

の
一
つ
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス
ト
の
起
源
が
ユ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
・

ケ
ル
ナ
ー
Ｑ
巨
昌
昌
扁
シ
・
○
。
炭
①
目
ｑ
〉
弓
恩
Ｉ
畠
ｇ
）
の
イ
ン
ク
の
し

み
図
版
（
国
③
。
雷
。
鱒
名
冨
③
）
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
エ
レ
ン
ベ
ル

ガ
ー
ら
が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
ケ
ル
ナ
ー
の
名

は
も
と
よ
り
、
ケ
ル
ナ
ー
自
身
の
人
と
生
涯
に
関
し
て
は
一
部
の
分

野
を
除
き
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
近

年
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
レ
ク
ラ
ム
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
ケ
ル
ナ
ー
選
集

（
シ
こ
い
鴨
署
９
斤
君
。
鳥
①
、
忌
日
）
を
手
に
入
れ
、
医
師
と
し
て
の
ケ
ル

ナ
ー
の
人
と
業
績
と
に
つ
い
て
知
り
得
る
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
の

人
物
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
（
国
①
国
国
営
昌
閃
。
周
吻
。
富
３
．

扇
巽
‐
思
隠
）
と
の
性
格
的
関
連
性
お
よ
び
思
想
上
の
類
似
性
と
を
指

摘
し
、
併
せ
て
ス
イ
ス
精
神
医
学
史
と
い
う
大
枠
の
中
で
こ
の
二
人

ロ
ー
ル
シ
ャ
ヅ
ハ
。
テ
ス
ト
の
起
源
と

ス
イ
ス
精
神
医
学
史

小
俣
和
一
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が
果
し
た
役
割
を
考
察
し
て
拳
た
い
と
思
う
。

ケ
ル
ナ
ー
は
い
わ
ゆ
る
放
浪
の
医
師
と
し
て
有
名
な
ば
か
り
で
は

な
く
、
詩
人
と
し
て
も
ド
イ
ツ
文
学
史
上
に
相
応
の
役
割
を
果
し
た

人
物
と
思
わ
れ
、
そ
の
個
人
的
伝
記
、
書
簡
集
、
著
作
、
種
為
の
解

説
本
な
ど
を
合
せ
る
と
ド
イ
ツ
語
圏
だ
け
で
も
現
在
ま
で
に
一
五
○

以
上
の
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ナ
ー
の
詩
の
大
半
は
、

彼
自
身
親
交
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
後
期
ロ
マ
ン
派
の
代
表
的
詩
人
ウ
ー

ラ
ン
ト
の
影
響
も
あ
っ
て
か
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
色
彩
の
濃
い
叙
情
詩

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
医
師
と
し
て
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ソ
大

学
に
学
び
、
外
科
医
で
も
あ
り
精
神
科
医
で
も
あ
っ
た
同
大
教
授
ア

ウ
テ
ン
リ
ー
ト
Ｃ
Ｏ
冨
昌
目
国
蜀
．
曾
蔚
目
の
吾
）
ご
閏
‐
届
韻
）
に
師
事

し
て
、
テ
ュ
ー
ビ
ソ
ゲ
ソ
大
学
精
神
科
の
も
と
と
な
っ
た
筐
同

国
目
百
日
に
入
院
し
た
ば
か
り
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
精
神
症
状
を

観
察
し
て
い
る
。
当
時
は
ド
イ
ツ
精
神
医
学
の
い
わ
ば
草
創
期
に
当

り
、
ロ
マ
ン
主
義
的
医
学
の
強
い
影
響
下
に
初
期
の
単
一
精
神
病
論

が
着
想
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
頃
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ケ
ル
ナ
ー
自

身
の
ロ
マ
ン
主
義
的
性
向
を
さ
ら
に
助
長
し
、
後
に
各
地
を
放
浪
さ

せ
、
磁
気
療
法
に
よ
る
詳
細
な
一
治
験
例
と
し
て
有
名
に
な
っ
た

「
プ
レ
フ
ォ
ル
ス
ト
の
千
里
眼
女
」
を
書
か
せ
、
ひ
い
て
は
視
力
の

衰
え
た
晩
年
に
な
っ
て
多
く
の
ク
レ
ク
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
残
さ
せ
る

主
要
な
契
機
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
が
生
を
う
け
た
の
は
、
人
間
の
心
の
暗
く
果
し

な
い
神
秘
的
な
領
域
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
ロ
マ
ン
主
義
的
精
神
医

学
の
晩
期
の
徒
で
あ
っ
た
ケ
ル
ナ
ー
の
死
か
ら
十
二
年
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
も
ま
た
ケ
ル
ナ
ー
と
同
様
に
ロ
マ
ン
主

義
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
エ
レ
ン
ベ

ル
ガ
ー
が
つ
と
に
強
調
し
て
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
に

よ
れ
ば
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
は
明
ら
か
に
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
の
い
う

「
ロ
マ
ン
派
的
天
才
」
の
範
晴
に
該
当
す
る
と
い
う
。
と
も
あ
れ
ロ

ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
が
間
接
的
に
せ
よ
ケ
ル
ナ
ー
の
イ
ン
ク
の
し
み
図
版

か
ら
、
現
在
の
投
影
法
的
心
理
テ
ス
ト
を
導
き
出
し
た
こ
と
は
、
全

く
の
偶
然
と
い
う
よ
り
も
両
者
の
間
に
共
通
す
る
ロ
マ
ン
主
義
的
性

向
を
無
視
し
て
は
考
え
に
く
い
。

こ
う
し
た
ロ
マ
ン
主
義
的
伝
統
は
、
少
な
く
と
も
精
神
医
学
史
の

上
で
は
一
九
世
紀
後
半
以
降
ド
イ
ツ
本
国
か
ら
急
速
に
駆
逐
さ
れ
て

し
ま
う
。
む
ろ
ん
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
た
だ
一
人
に
こ
の
こ
と
の
責
任

が
あ
る
の
で
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
グ
リ
ー
ジ
ン
ガ
ー
自
身
は
ボ
ー

ダ
マ
ー
Ｃ
・
呼
号
目
ｇ
ご
盆
）
が
述
べ
る
よ
う
に
ロ
マ
ン
主
義
の
影
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響
を
相
当
に
う
け
て
い
た
学
者
で
あ
ろ
う
。
ス
イ
ス
の
大
学
精
神
医

学
の
実
際
上
の
歴
史
は
グ
リ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
に
よ
る
一
八
六
○
年
の
チ

ュ
ー
リ
ヒ
大
学
精
神
科
（
い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ク
ヘ
ル
ッ
リ
）
の
創
設
に
始

る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
も
か
た
く
な
な
器
質
論
だ
け
が
幅
を
き
か

す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
日
で
い
う
生
物
学
的
精
神
医
学
と

と
も
に
精
神
分
析
や
現
存
在
分
析
が
こ
の
国
に
共
存
し
て
い
る
の

も
、
ナ
チ
ス
時
代
に
多
数
の
亡
命
ユ
ダ
ヤ
人
を
受
け
い
れ
た
ス
イ
ス

の
い
わ
ゆ
る
「
ス
イ
ス
的
寛
容
さ
」
（
ヴ
ィ
ル
シ
ュ
）
に
起
因
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ケ
ル
ナ
ー
の
晩
年
に
至
っ
て
ド
イ
ツ
本
国

か
ら
追
放
さ
れ
た
ロ
マ
ン
主
義
的
精
神
医
学
が
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
と

い
う
「
ロ
マ
ン
派
的
天
才
」
を
通
じ
て
こ
の
国
に
流
れ
こ
承
、
ス
イ

ス
精
神
医
学
の
成
立
と
発
展
の
歴
史
に
一
つ
の
修
飾
を
与
え
て
い
る

と
考
え
る
の
は
筆
者
の
独
断
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ロ
ー
ル
シ
ャ

ッ
ハ
・
テ
ス
ト
は
当
時
の
「
非
ロ
マ
ン
主
義
的
」
ド
イ
ツ
精
神
医
学

界
か
ら
手
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
も
の
の
、
本
国
の
ス
イ
ス
で
は
決
し

て
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

生
れ
た
精
神
分
析
学
が
本
国
で
は
今
日
で
も
決
し
て
正
当
に
評
価
さ

れ
て
は
い
な
い
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
対
照
的
な
こ
と
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
（
富
士
市
・
大
富
士
病
院
）

明
治
初
期
に
新
潟
医
学
校
・
富
岡
製
糸
工
場
・
横
須
賀
造
船
所
の

お
雇
い
医
師
と
し
て
活
躍
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ァ
ン
・
ポ
ー
ル
・

イ
シ
ド
ル
・
ビ
ダ
ー
ル
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
が
不
明
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

ビ
ダ
ー
ル
は
一
八
三
○
年
二
月
二
十
一
日
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ド

（
ン
屋
号
）
県
の
サ
ル
・
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ル
ス
（
普
胃
函
顕
員
巨
〕
。
『
唖
）
村

に
生
れ
、
一
八
四
八
年
リ
ー
ル
（
巨
庁
）
で
研
修
、
一
八
五
三
年
モ

ン
。
ヘ
リ
エ
（
胃
。
昌
胃
三
。
『
）
大
学
で
医
学
博
士
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス

軍
軍
医
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
や
ア
フ
リ
カ
の
ア
ル
ジ
エ
リ
で
勤
務
し
、

一
八
六
七
年
除
隊
し
て
い
る
。

そ
の
間
従
軍
の
功
に
よ
り
レ
ジ
ョ
ン
・
ド
ノ
ー
ル
勲
章
を
受
け
て

い
る
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
来
日
し
、
林
欽
次
の
経
営

す
る
迎
義
塾
（
東
京
）
の
教
師
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
五
月
十
五

ビ
ダ
ー
ル
（
吻
多
児
・
帝
目
闘
昌
国
‐

号
壗
の
ぐ
昼
匙
届
き
ｌ
勗
罵
）
の
生
涯
と

業
績

○
蒲
原
宏
・
清
水
陽
人
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